
ＩＣＴを効果的に活用しつつ、学びの主導権を適切に委ねる

令和５年１２月２８日に「義務教育の在り方ワーキンググループ中間まとめ」が公表されました。その

中には「目指すべき義務教育・学校教育の姿及び取組の方向性」が６項目あり、主に１人１台端末環境を

基盤とした授業改善に関わる内容については、以下のとおり示されました。
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左のスライドは、鳴門教育大学 泰山裕
准教授がリーディングＤＸスクール事業
（荘内小･中）の指導助言において提示さ
れたものです。
授業における児童生徒の主体のレベルを

向上させながら、「教科の学び、学び方、
個別最適」の目的を達成していく授業イ
メージを段階的に表したものです。校内の
授業改善を推進するに当たり「学びを委ね
る」イメージを共有していく際などに、ぜ
ひ参考にしてください。

義務教育の在り方ワーキンググループ中間まとめ（概要）https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/090/toushin/mext_00001.html

赤字部分には、岡山県でも授業改善の方針として示している「学びを委ねる」「自分事」というキー

ワードが盛り込まれています。また、学びを委ねる目的は「自立した学習者」を育成することであり、そ

の手段として「ＩＣＴを効果的に活用」し、「自発的に他者と関わりながら学びを深めていく」ことが肝

要であることが読み取れます。

１月１８日に玉野市立荘内中学校で公開された授業では、上記のような生

徒の姿を見取ることができました。タイトルバックの写真は２年生の数学の

授業の様子で、ある生徒が自分の考えを複数の生徒に説明していますが、こ

の状況は自分の設定した目標を達成のため、個別で行き詰まった生徒たちが

自発的に関わり始めたことで生まれました。

同じ状況の生徒が集まることができる理由は、右の写真のように全員の考

えがクラウド環境によってリアルタイムで共有され、必要に応じていつでも

「途中参照」が可能になっているからです。このような活用に慣れた生徒は、

短時間で多くの情報を処理することができるようになります。１人１台端末を活用していない授業と比較

すると、情報活用能力の育成の観点からも大きな違いが現れています。
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